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アジア刑政財団を創設、発展に尽力
前理事長・敷田稔さん逝去

　アジア刑政財団の設立者で、前財団理事長の敷田稔氏が ２０１７ 年９月 １２ 日
逝去された。85歳だった。
　偲ぶ会が 11月 30日法曹会館で開かれ、参列者は故人の思い出を語り合っ
た。
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　8 月 15 日の閣議で、我が
国で開かれる 2020 年の第 14
回国連犯罪防止会議（コング

レス）の開催都市が京都で、場所も 1970（昭
和 45）年の第 4 回コングレス時と同じ京都
国際会議場に決定した。
　敷田先生は 50 年前、ニューヨークの国連
事務局次長として京都コングレスの開催に大
きな役割を果たされた。二度目の国連勤務の
ウィーン時代には 1985 年ミラノコングレス
の事務局長を務め、国連コングレスの表も
裏も知り抜かれた方であった。それだけに
2020 年のコングレスに様々なご指導ご助力
をいただけるものと思っていたが、それもか
なわぬものとなった。痛恨の念この上ないも
のがある。
　敷田先生を知ったのは、1978（昭和 53）
年 3月、私が法務省入国管理局審判課長在任
中であった。先生は刑事局総務課長だった。
　最高裁判所にマクリーン事件が係属してい
た。これは入管訴訟と呼ばれるもので、審判
課が担当していた。同年 10 月 4 日に大法廷

判決があった。有名な憲法裁判である。
　これをきっかけに国会で、外国人の在留問
題がしばしば議論になり、説明員として先生
と一緒に衆議院外務委員会に出席した（当時
刑事局に国際課はなく、総務課が担当してい
た。法務委員会には政府委員が出席するが、
それ以外の委員会には説明員として課長級の
ものが出席して説明していた）。
　先生と一緒に仕事をした最初である。立法
府と司法府の双方で同じケースに携われたこ
とは得難い経験であった。それ以来、先生か
らは大変親しくしていただき、四番町の公務
員住宅に外国人を招待されたときにはいつも
呼ばれるようになった。
　それから 3 年たった 1981（昭和 56）年 5
月のゴールデンウイークのさなか、東京地検
公判部副部長だった私は検事正の藤島昭さん
に呼ばれ、「アジ研の佐藤欣子次長が辞任す
ることになった。その後任に行ってくれない
だろうか」と言われた。藤島さんは、私が
1969（昭和 44）年、刑事局総務課の局付検
事になった時の総務課長であり、敷田所長の
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当時法務省は監獄法の改正で、与党のみなら
ず、反対を掲げる野党や日弁連にも働きかけ
を行っていたが、私は刑事局の官房審議官と
して、刑事局の立場から、その改正作業を手
伝っていた。大げさな言い方をすれば昼は国
会を回って、靴を何足もすり減らした。夜に
なると、内閣法制局に出かけ、古川参事官と
法案の詰めを深夜まで行う日々が続いた。
　敷田局長以下の努力はその時点では実らな
かったが、その後 20 年近くの日時が経過し、
2005（平成 17）年、ようやく「刑事収容施
設及び被収容者等の処遇に関する法律」とし
て結実するに至った。
　敷田先生は 1995（平成 7）年 2月、名古屋
高検検事長で退官された後、創業者あるいは
生みの親ともいうべきアジア刑政財団の理事
長として 14 年間、その発展に大変大きな力
を発揮してこられたことは申すまでもないと
ころである。
　そのご活躍ぶりは、勲二等旭日重光章を受
章されたとき、2002（平成 14）年 7 月 23 日
の祝賀会で私が発起人代表として挨拶したと
きに詳しく述べたが、財団の支部を国内外各
地に設置されたことは今でも生きている。
　敷田先生は肉体的にはこの世から去られ
た。しかし、その魂、すなわち「犯罪なき世
界の平和と繁栄」という先生の目指したもの
は永遠に我々の記憶から失われることはな
い。
　ACPF は今後とも先生が目指したこの崇
高な目標を達成するように努めてまいりた
い。先生は、天国において、ほほ笑みとうな
ずきをもって我々を見つめていてくださるに
違いない。その卓越した指導力、温顔に秘め
た闘志、目的を達成するための決断力と実行
力。あれだけ大きな人材はこれからもう生ま
れることはないだろう。
　最後に、検察部内の敷田先生の評価をご紹
介して締めくくりたい。いわく、「敷田稔の
前に敷田稔なく、敷田稔の後に敷田稔なし」

お手伝いができる喜びもあり、即座に行きま
すと返事をした。これは私の検事人生を変え
る大きな転機となった。
　敷田所長以下の教官数名はマレーシアとの
ジョイントセミナーのため出張中で、佐藤次
長以下が留守番をしていた。留守をしていた
次長が辞任することになったので外国におら
れた所長はさぞ驚かれたことだろう。
　アジ研が改築中のため、三宿の仮庁舎では
所長・次長が衝立で仕切っただけの同じ部屋
で仕事をした。その謦咳には誰よりも深く接
していると思う。耳をふさがなければ聞こえ
てくる、夕方の（ウィーンは朝方）国連犯罪
防止刑事司法部との電話でのやり取りは、外
国人との交渉の仕方を身をもって学ぶことに
なった。今でもロンドン、香港、テルアビブ
などの金融関係者との電話会議に非常に役
立っている。外国語、特に英語の学び方、外
国人との食事の作法、人種宗教によっては禁
じられている食べ物などなど、数え上げれば
きりがない。
　アジア刑政財団を設立したのもこの時で
あった。
　ご一緒に海外へ出かけたのは、1982 年秋
のフィリピンとアジ研のジョイントセミナー
から始まり、1983 年 ESCAP、1984 年ブタ
ペストでの各コングレス準備会議、1984 年
と 1985 年の 2 度にわたるリヤド会議、1985
年ミラノ、1990 年ハバナ、1995 年カイロと
続いたコングレスなど枚挙にいとまがない。
　大変失礼な言い方をすれば二人三脚で走ら
せていただいた。先生がウィーンの国連にお
られたときは、先生の私邸にも何度か宿泊さ
せていただき、奥様にも大変お世話になった。
先生がウィーンの勤務を終え、帰国されると
き、後任にどうかと打診されたが、子供の教
育のことがあるので、お断りしたことはもう
開示してもよい話だと思う。
　敷田先生は、1986（昭和 61）年、ウィー
ンから帰国後、法務省矯正局長に就任された。
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　敷田稔先生の御業績は、実に幅広いもので
すが、本稿では、敷田先生とコングレスとの
関わりに焦点を当てて、先生を偲びたいと思
います。
　コングレスは、正式名称を国際連合犯罪防
止刑事司法コングレスといい、1955 年に開
催されたジュネーブでの第１回コングレス以
降、世界の刑事司法分野の高官、実務家、研
究者が集う最大規模の国際会議として、５年
ごとに開催されてきました。
　敷田先生は、1965 年にストックホルムで
開催された第３回コングレスから、2005 年
にバンコクで開催された第 11 回コングレス
まで、連続して９回のコングレスに様々な立
場で参加してこられました。
　このうち、1970 年に京都で開催された第
４回コングレスでは、コングレスの国連事務
局次長として、1985 年にミラノで開催され
た第７回コングレスでは事務局長として、コ
ングレスの舞台裏を仕切り、会議自体でも枢
要な役目を果たされました。
　敷田先生の国際社会に対する貢献は数え切
れないほどありますが、最大の貢献の一つは、
国連の犯罪防止対策等の強化のための組織改
革であったと思います。国連の場で政策を遂
行していくためには、経済社会理事会、国連
総会に対して報告を上げ、その政策を遂行す
る経済社会理事会等の決議を採択してもらう
必要があります。1990 年まで国連で犯罪防
止分野等の政策を審議していたのは、犯罪防
止規制委員会（コミッティー）でした。この
コミッティーは、専門家会議であり、経済社
会理事会等に直接報告を上げることができ
ず、同理事会直属の委員会（コミッション）
である社会開発委員会を通す必要がありまし
た。これでは意思決定に時間がかかりますし、

社会開発委員会で扱う事項は多岐にわたり、
犯罪防止問題の優先度は必ずしも高くありま
せんでした。
　敷田先生は、1987 年にコミッティーの委
員（1988 年には議長）に任命されてから本
格的に国連犯罪防止対策等強化のための機構
改革に着手されました。1990 年初頭に開催
されたコミッティーでは、敷田先生が中心と
なって機構改革を提案する報告書がとりまと
められ、これが同年夏にキューバのハバナで
開催された第８回コングレスで承認されまし
た。
　敷田先生は、第８回コングレスには日本政
府の政府代表として参加され、報告書の承認
のための説得等を精力的に行われました。コ
ングレスを受けて、同年末の国連総会で、機
構改革のための政府間会議を開催することが
決定され、1991 年８月のウィーンでの政府
間会議、同年 11 月のフランス・ベルサイユ
での閣僚会議において具体的な提案が決定さ
れて、同年 12 月の国連総会でこれが承認さ
れ、国連犯罪防止・刑事司法プログラムと称
する新たな政策決定の枠組みが成立しまし
た。その結果、専門家会議であるコミッティー
に代えて、経済社会理事会直属の組織である
犯罪防止刑事司法委員会（コミッション）が
設立され、コングレスも新しい枠組みでの重
要な機関として位置づけられることになりま
した。この機構改革の過程で、コングレスを
廃止しようとする強力な試みがある国の代表
団によってなされました。ベルサイユ閣僚会
議では、この国の主張が一時受け入れられそ
うになりましたが、日本の首席代表であった
敷田先生が強力な論陣を張り、一気に会議の
流れはコングレス存置に決まりました。私は、
この会議には国連事務局職員として参加して

敷田稔先生とコングレス
国連アジア極東犯罪防止研修所所長　千田　恵介
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おりましたが、敷田先生のこのときの発言は
今でも脳裏にはっきり残っています。
　敷田先生ご自身は、このことはほとんど口
にされませんでしたが、1990 年以降もコン
グレスが存続しているのは、敷田先生のこの
発言があってこそのものです。

　2020 年には京都で第 14 回コングレスが開
催されます。敷田先生がその場にいらっしゃ
らないのは残念でなりませんが、先生の御遺
志を継いで、是非とも京都コングレスを成功
させなければならないと思っております。
　敷田先生の御冥福をお祈りします。

1953 年　司法試験合格
　54　九州大学法学部卒業
　54～56　司法修習生（福岡）
　56～59　検事任官・神戸地方検察庁
　57～58　米ハーバード大学ロースクール留学
　59～61　東京地検検事
　61～63　法務省刑事局付
　63～65　国連アジア極東犯罪防止研修所教官
　65～71　法務省刑事局付
　65　�第 3 回国連犯罪防止世界会議（ストックホル

ムコングレス）政府代表
　66～67　法務省刑事局付兼国税庁調査査察部
　67～71　国連社会防衛課課長代理（ニューヨーク）
　70　�第 4 回国連犯罪防止世界会議（京都コングレ

ス）事務局次長
　71　東京地検検事
　71～73　法務省刑事局参事官兼国税庁調査査察部
　73～75　国連アジア極東犯罪防止研修所次長
　75　�第 5 回国連犯罪防止世界会議（ジュネーブコ

ングレス）政府代表
　75～76　東京地検総務部副部長
　76～77　東京地検刑事部副部長
　77～78　東京高検検事
　78～79　法務省刑事局総務課長
　79～80　東京地検交通部長
　80～82　国連アジア極東犯罪防止研修所所長
　80　�第 6 回国連犯罪防止世界会議（カラカスコン

グレス）政府代表
　82～86　国連犯罪防止刑事司法部長（ウィーン）
　85　�第 7 回国連犯罪防止世界会議（ミラノコング

レス）事務局長
　86　最高検検事
　86～87　法務省矯正局長
　87　最高検検事
　　　国連犯罪防止規制委員会委員就任　

　87～89　京都地検検事正
　87～89　国連犯罪防止規制委員会議長
　89～91　法務省法務総合研究所所長
　90　�第 8 回国連犯罪防止世界会議（ハバナコング

レス）政府代表審議会議長
　90～98　�国際刑事法・刑事施設財団（IPPF）副

会長
　92～93　広島高検検事長
　92・４　�国連ガリ事務総長から国連犯罪防止機構

への貢献により表彰される
　93～95　�名古屋高検検事長（95 年 2 月 12 日定年

退官）
　95・２　アジア刑政財団理事長就任
　　　３　弁護士登録（第一東京弁護士会）
　95　�第 9 回国連犯罪防止世界会議（カイロコング

レス）政府代表団特別顧問
　96　国際検察官協会（IAP）副会長就任
　96　�国連犯罪防止計画諮問専門機関（ISPAC）

アジア代表理事
　99　華東政法學院名誉教授（中国上海）
2000　�第 10 回国連犯罪防止世界会議（ウィーンコ

ングレス）政府代表団顧問
　02　勲二等旭日重光章受章
　02　�チュラキバンディ大学名誉法学博士（タイ・

バンコク）
　05　�第 11 回国連犯罪防止世界会議（バンコクコ

ングレス）政府代表団顧問
　06　国際検察官協会（IAP）名誉章受章
　06・10　�反汚職対策機関国際協力会（IAACA）

副会長就任
　08　国際検察官協会終身名誉副会長
　09・７　アジア刑政財団理事長退任
　10・１　アジア刑政財団会長顧問就任
2017・９・12 逝去、85 歳

敷田氏の経歴
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　世界にアジアに 足跡残す

第 11 回世界大会でインドネシアの国家公安委員会から表彰
される敷田理事長（２００６ 年 11 月）

キューバのカストロ国家評議会議長（国家元
首）と（1９９０ 年夏、ハバナコングレスの際）

江沢民国家主席と握手（２００1 年 11 月）

ニューヨークの国連本部社会防衛課に赴任し
て記念撮影。左端が第 1回敷田賞を贈られ
たアイリーン・メラップさん（1９６７ 年 1２ 月）

ＡＣＰＦ世界大会の歩み
第１回 １９９２年　東京
第２回 １９９３年　クアラルンプール
第３回 １９９４年　マニラ
第４回 １９９５年　バンコク
第５回 １９９６年　ソウル
第６回 １９９７年　東京・静岡
第７回 １９９９年　ニューデリー
第８回 ２０００年　北京
第９回 ２００２年　東京
第１０回 ２００４年　マカオ
第１１回 ２００６年　ジャカルタ
第１２回 ２００８年　ウランバートル

名古屋支部 15周年の記念パーティー。左か
ら堺屋会長、豊田章一郎名古屋支部会長、敷
田理事長、レオネスフィリピン刑政財団会長、
ロペス判事、ガーニャ次長検事（２００６ 年 11
月 10日、ヒルトン名古屋で）
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５
年
３
月
18
日
国
立
京
都
国
際

会
館
で
）

　

第
18
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
授
賞

式
。
市
川
崑
監
督
「
四
十
七
人
の
刺
客
」

で
、
健
さ
ん
は
主
演
男
優
優
秀
賞
、
右
端

の
中
井
貴
一
が
助
演
男
優
最
優
秀
賞
を
受

け
た
。
２
人
の
間
は
田
中
邦
衛
。
会
場
は

１
９
７
０
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
が
開
か
れ

た
、
そ
の
場
所
。「
２5
年
前
を
思
い
出
し

て
感
無
量
だ
っ
た
」
と
、
自
著
に
記
し
て

い
る
。

理事長を退任、「感謝の集
い」で絹谷幸二画伯から絵
を贈られ、英子夫人と記念
撮影（２０1０ 年９月）

旧 制 東 筑 中 学 の 英 会 話 部
（ESS）メンバー。後列右端が
高倉健、前列右端が敷田氏。２
人は汽車通学のデッキで英語で
会話をしていた。

旧制東筑中学（現福岡県立東筑
高校）時代、米兵からグローブ
２組もらってボクシング部を創
部。その優勝記念写真。２列目
右端優勝カップを持つ同級生の
高倉健、左端が敷田氏
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　敷田先生と言えば、思い出すのはこの方の
日本酒好き。しかも、紙パック入り日本酒好
きのことでしょう。
　英子夫人の話では、先生がウィーンに在勤
中に紙パック入り日本酒が出回り始め、それ
以来、先生は、この紙パック入りの日本酒を
愛飲し（銘柄は問わない）、家でもこれをお
茶替わりのようにして飲んでおられたようで
す。
　我々も、しばしば江の島の富士山がよく見
えるマンションに招かれ（あるいは押しか
け）、この日本酒を御馳走になったものです。
　飲んだ時の話としては、窓から見える富士
山についての薀蓄（うんちく）話や、その景
色の変化の素晴らしさへの葛飾北斎ばりの解

説でした。
　そして、最後に出るのは、「蒙古放浪歌」
です。その一面哀愁に満ち、他面将来への決
意にも満ちた歌を直立不動に近い姿勢で歌わ
れるその歌のことは、今も瞼を閉じれば思い
出されます（その歌はYouTube でも楽しめ
ます）。
　英子夫人の話では、本年７月１日、親戚の
方が来訪されたときも、富士山の眺望とその
日本酒とで客人をもてなし、最後には「蒙古
放浪歌」を１人で３番まで歌って終わられた
そうです。
　そして、その翌日からは、その日本酒も全
く飲まなくなったそうです。
　大好きな酒を、医者に止められたからでは
なく、自分の意思で打ち止めとし、天国に向
かわれたものと思うのです。
　ご冥福をお祈りします。

敷田稔先生とお酒
前事務局長　堀内　国宏

敷田賛歌
事務局長　山下　輝年

　日本が国連に加盟した 1956 年に検事任官
した敷田さん。
　1962 年 UNAFEI 創設に関与し、教官、次
長、所長、法務総合研究所長と、全てを歴任
した敷田さん。
　1970 年、国連がUNAFEI から手を引くと
きの協定改定担当も敷田さん。お陰で今の
UNAFEI がある。
　同じ年の第 4回京都コングレスの立役者も
敷田さん。
　1982 年、府中庁舎が新築なったが、その
設計も敷田さん。
　同じ年、アジア刑政財団（ACPF）を創っ
たのも敷田さんで、財団法人刑事政策研究会・
UNAFEI・ACPF 共催の「刑事政策公開講
演会」が始まった。
　JICAの国際研修をACPFが受託する枠組
みにしたのも敷田さん。
　1992 年から 2008 年まで、ACPF 世界大会
を催したのも敷田さん。
　ACPF 国内支部、途上国の海外協力団体

創設の原動力も、友好協定の締結を進めたの
も敷田さん。
　ACPF の財政難を支援する組織として本
部支部を創ったのも敷田さん。
　1995 年、UNAFEI で特定国対象の研修（中
国司法高官研修）を始めたのも敷田さん。
　法整備支援（民商事法分野の国際協
力）の公益財団法人国際民商事法センター
（ICCLC）も、ACPFの枠組みに倣った。
　 今 の UNAFEI、 国 際 協 力 部（ICD）、
ACPFなど全ての原型は、敷田さんにある。
　その後の UNAFEI・ACPF が「改善・工
夫した」と言うも、全てが敷田枠組み内のア
レンジだ。
　敷田さんにとって、UNAFEI も ACPF も
「分身」であったろう。公私混同と言う勿れ、
無理もないのだ。
　国際検察官協会の創設に深く関わったのも
敷田さん。
　国際協力三原則「汗出せ、智惠出せ、金出
せ」を私に教えてくれた敷田さん。
　1998 年 3月、UNAFEI 教官を去る私に、「こ
れからは ASEAN だ。君、ASEAN 事務局
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に行かないか？」と言った敷田さん。英語力
と実力で身の丈を知る私はお断りした。
　20 年後の今、自民党提言でASEAN代表
部に法曹を送ろうとしている。
　UNAFEI が府中を去る直前に永眠。合掌。

敷田先生のユーモア

最高検検事� 赤根　智子
外務省参与（国際司法協力担当大使）

　偉大な検事にして、アジ研の大先輩、
ACPF の生みの親、敷田稔先生がお亡くな
りになりました。日本で２回目の開催となる
コングレスを 2020 年に控え、敷田先生には
まだまだお尋ねし、教えを請いたいことがた
くさんありました。また、コングレスでは是
非お元気な姿を見たかったです。心からご冥
福をお祈りするとともに、天国から我々を叱
咤激励しつつ、見守っていていただきたいと
願っております。
　私からは、敷田先生のユーモアに関わるエ
ピソードを一つだけ紹介させていただきま
す。悲しいときだからこそ、少しでも楽しい
話を書くことにしました。
　私がアジ研の教官をしていた頃のことです
ので、今を去ること 20 年も前の話です。現
在と同様、アジ研の国際研修・高官セミナー
の初日の夜は、ACPF のご支援により、研
修参加者のための歓迎パーティーを催してい
ました。その豪華でおいしい食事には定評が
ありますが、その乾杯の前には、ACPF 理
事長であった敷田先生から毎回のようにご挨
拶をいただきました。　
　海外からの研修参加者にとっては、アジ研
に到着した当日であり、一日様々な行事が
あって緊張も続き、疲れてもいます。また、
初めて来日する人も相当数いて、慣れない環
境下で短期間に多くの日本人に会い、誰が誰
だか見分けもつかないような研修参加者もい
たでしょう。
　そんな中で、慌ただしく時は過ぎ、歓迎パー
ティーの時間となり、アジ研職員とは異なる、
威厳に満ちた立派な紳士が登場し、ACPF

の「犯罪なき繁栄」の高い理念を語り、研修参
加者を鼓舞するのですから、敷田先生がご挨
拶を始める時には、みんな少し硬い表情です。
　ところが、ACPF 創設の理由のくだりに
さしかかると、敷田先生がおっしゃるのは、
いつも同じ内容です。
　「アジ研ができ，研修参加者は寮棟で朝も
昼も夜もともに暮らし、このカフェテリアで
食事をします。様々な宗教への配慮や予算等
の都合から、肉類は常にチキンでした。朝も、
昼も夜もチキン……が続くわけです。ある時、
私はある海外からの研修参加者から次のよう
なことを言われました。『シキタセンセイ！
いろいろな事情があることはわかりますが、
毎日毎夜チキンばかり食べているせいか、い
つの間にか自分に羽が生えて鶏になっている
悪夢を見てしまいました』と」。
　そして、敷田先生は自ら両手をちょっと広
げて、ばたばたするも飛べない鶏のジェス
チャー。……そこで、ACPF を作って研修
参加者のために、公の機関ではできないが民
間の機関ができる支援をしよう、と決めた、
その結果がACPF創設、そしてこの歓迎パー
ティー、という話の流れです。
　敷田先生の鶏のジェスチャーが始まると、
笑い声と拍手がわき上がり、研修参加者の緊
張が一気に解けます。皆がACPF に大いに
感謝し、敷田先生のファンになったことは言
うまでもありません。
　私は、教官でしたから、当然のように、毎
回の歓迎パーティーでこの同じくだりを聞く
わけですが、そのくだりが近づくと何故かわ
くわくし、「さあ、もうそろそろ」と思いつ
つ、敷田先生の言葉を今か今かと待ち、そし
て、その瞬間が来るたびに、分かっているの
に知らず知らず引き込まれ、研修参加者と一
緒になって笑っていました。
　20 年も前の国際研修・高官セミナー初日
の楽しいアイス・ブレイクの思い出です。敷
田先生の温かさや人を引きつけるお人柄が今
更ながら懐かしく思い出されます。
　敷田先生、安らかにお眠りください。
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エデュアルド・ヴェテーレ氏
� （元国連犯罪防止刑事司法部長）
　敷田氏との 50 年の厚誼を経て、今は悲嘆
と悲しみに沈んでいます。氏は、刑事司法国
際協力分野における偉大な指導者であり、生
涯を効果的、人道的な犯罪防止刑事司法の発
展のために尽くされました。
　氏の貢献の分野は、検察、国連上層部、学
術、指導、創設、振興等多分野に及び、氏の
思いやり、度量の大きさ、ユーモア、機転に
満ちて、周囲の人を鼓舞する人柄とともに永
く人々の心に思い出として残るでしょう。
　氏は、国連社会開発人道センターの犯罪防
止刑事司法部長を歴任され、第 7回国連犯罪
防止会議（ミラノ）では事務局長、第８回コ
ングレス（ハバナ）では、委員会議長として
活躍されました。また、国際腐敗防止機関協
会の創設に貢献され、副会長に選出されまし
た。
　敷田さん、さみしくなります。謹んでご冥
福をお祈り申し上げます。

ヨランタ・レド氏
� （ＡＣＰＦ国連ウィーン駐在代表）
� 夫スミソワール、子ピーター及びその家族

　深い悲しみとともに、敷田稔氏のご逝去を
知りました。私たちが最も畏敬する敷田氏の
国連ウィーン国際センターの起工式に私も夫
も尽くしました。爾来、私は、誉れ高き氏の
指導を得て、氏が逝去される日まで、ＡＣＰ
Ｆウィーン駐在代表を務めてきました。氏を
見送るのはとてもつらいことです。お悲しみ
のＡＣＰＦの皆様の中に、私たちも加わりま
す。
　なお、ウィーン国際センター内に敷田氏の
写真を添えて、弔意帳を設置いたします。

ジョン・ブランドリノ氏
� （国連薬物犯罪事務所条約部長）
　敷田稔氏の御逝去の報に接し、国連薬物犯
罪事務所職員一同深い悲しみを覚えていま

                         海外から弔電続々
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す。氏は、犯罪防止刑事司法ファミリーにお
けるひときわ貴重で尊敬される方でした。ア
ジ研所長、国連犯罪防止刑事司法部長、ＡＣ
ＰＦ理事長を歴任され、私どもの業務に数多
くの貢献なされた氏は、ウィーンの数多くの
友人、同僚を後に旅立たれました。
　敷田氏の御令室、御遺族の皆様に謹んで哀
悼の意を捧げます。

マッティ・ヨッツェン（国連ヨーロッパ犯罪
防止研究所長（HEUNI））＆妻ピリオ
　私たちにとって敷田さんは、国連職員とし
て指導者として、同僚として理想でした。初
めて出会ったのは氏がアジ研所長の時。同時
期、HEUNI が設立、その運営に当たり、国
連刑事司法部長となった氏の御指導を賜りま
した。また、氏は国連、ＡＣＰＦでの仕事を
通じ、他の人々が従うべき手本を示しました。
　今年 2月に敷田邸での夕食会で、ベテーレ、
ブラシス、ヒル、ドリージとともに楽しく過
ごしたひとときを忘れることはないでしょ

う。お元気な氏とともに、私たちは長年にわ
たり楽しく仕事を共にできた幸せを振り返り
ました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

ダイ・バクティアール氏（インドネシア刑政
財団会長）及びアンドージョ・スージプト氏、
プルニアンティ氏、スハンジョーノ氏、ニー・

                         海外から弔電続々

　左の写真は国連ウィーン本部に設置された「敷田センセイ」を悼む記帳台。左奥に見
えるのが、国連 50 周年を記念してアジア刑政財団が 1996（平成８）年５月に贈った「鳳
凰来儀」だ。タテ 2・4㍍、横 7・2㍍。日本画家・故吉田左源二先生の大作である。「この
世に平和が満ち、正義が支配するとき、霊鳥・鳳凰が地上に飛来する」（礼記）と脇の
銘板に説明がある。
　その贈呈式の模様を、会報「アジア刑政通
信」第 10 号＝写真右＝に「金色に輝く大画は、
世界の十字路ともいうべきこの大広間（ロト
ンダ）の正面を飾ることになった」と、敷田
理事長自らが誇らしげに書いている。
　右下の写真は贈呈式で除幕したあとの記念
撮影で。左から３人目から、吉田画伯、国連
ウィーン本部のジャコメリ総局長、敷田理事
長。右端が英子夫人。

国連ウィーン本部に記帳台
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リラハ氏、ハサヌディン氏、アディ・スジャ
トノ氏、マルジョーノ・レクソディプー
トロ氏、ガニ氏
　敷田氏からは真摯なお気遣いをいただきま
した。何年も前に始まった氏と私どもの組織
の関係はすぐに心温まる友情に変りました。
敷田さんは、ACPF国際社会の真のリーダー
であり、数多くの友人から深い尊敬を集めて
います。氏と知りあえて、光栄でした。私ど
もの弔意を敷田英子様、御遺族の皆様にお伝
え下さい。

ケダール・パウデル氏
� （ネパールACPF会長 ,ACPF国際理事）
　犯罪なき社会の実現に向け尽力された敷田
氏のご逝去は、ACPFのみならず世界にとっ
ての取り戻せぬ損失です。氏の貢献は、永久
に皆の心に刻まれるでしょう。敷田英子様、
御遺族の皆様に心からの弔意を表します。

エナムル・ハク氏
� （バングラデシュ刑政財団会長）
　なんとも取り返すことのできない喪失！敷
田氏の魂が安らかに休まれますよう。御遺族
が痛ましい悲劇に耐えられますよう、ご加護
を。

ジョージ・ルーバイン氏
� （フィジー刑政財団会長）
　敷田氏は、本当のリーダーでした。フィジー
におけるACPF 会議開催をお手伝いでき光
栄でした。

キム・キュン・ハン氏（韓国刑政財団会長）
　敷田氏の国連犯罪防止刑事司法分野でのご
貢献とACPF の発展へのご尽力は、忘れら
れることはありません。また、韓国刑政財団
の設立と発展にお力をいただいたことを韓国
の人々は忘れません。

キティポン・キタヤラク氏
� （タイACPF理事長）
　敷田さんに初めてお会いしたのは 1980 年
代、氏が国連犯罪防止刑事司法部長時代でし
た。第一印象は、活力に満ち、楽し気で、親
切で、まるで自分が我が家にいるように感じ
ました。その後、敷田さんとは、府中、バン
コク、ウィーン、そして世界中の会議でお会
いする機会がありました。敷田さんが所長を
されていたアジ研に参加し、後にタイACPF
の理事長となってから、敷田さんの指導をい
ただき、ACPF 活動に関わりました。間近
に敷田さんに接し、博識、魅力ある人柄をし
て、どのようにして、ACPF 活動を強化し、
国連NGOに発展させたかを知りました。
　敷田さんは、国連犯罪防止刑事司法分野で
おそらく最も影響力のある人間でした。そし
て間違いなく、国連機関プログラム・ネット
ワーク設立の伝説的財産となることでしょ
う。このネットワークの中でアジ研はもっと
も古く、タイ法務研究所は最も若い。しかし、
敷田さんは、私たちすべてが担うべき重要な
役割があることを気付かせてくれました。
　英子様、謹んで敷田稔氏のご冥福をお祈り
申し上げます。

プラディープ・クマール・メータ（インド刑
政財団元事務局長）&妻ディーパ・メータ
　ACPF の魂である敷田さんが旅立たれま
した。しかし、私たちの心には、平和と繁栄
ある社会を築くために更なる高みを目指すよ
う、敷田さんの教えがあります。氏は、強靭
な自負を持って、ACPF 海外協力団体の仲
間たちを率い、ACPF 世界会議を成功に導
きました。その意味で、ACPF が今後活動
を強化することが、敷田氏への最高の敬意を
示すことになります。氏は、天国から、微笑
みと頷きをもって私たちを見守ってくれるで
しょう。
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　評議員の原田明夫氏（元検事総長）が
４月６日亡くなった。77歳だった。葬儀・
告別式が青山葬儀所で行われ、前財団
副理事長、元検事総長の松尾邦弘氏が
弔辞を述べた。

評議員の原田明夫氏逝去

　在米日本大使館一等書記官として
赴任後間もなくロッキード事件が起
き、わが国でも未曾有の大型疑獄事
件に発展しました。原田先生は日本
の法務・検察と米国司法省との橋渡
し役になり、多くの困難を乗り越え、前例の
ない嘱託証人尋問を実現させました。
　帰国後、東京地検検事に復職。程なくダグ
ラス・グラマン事件が起き、主任検事として
捜査の中心で活躍されました。
　その後、盛岡地検検事正、官房長、刑事局
長、事務次官、東京高検検事長を歴任、平成
13（2001）年 7月検事総長に就任されました。
　司法制度改革が強力に進められた変革期
で、「事前規制型社会から透明、公正なルー
ルに基づく自由競争を前提とした事後制裁、
救済型社会への転換」をスローガンに、日本
の司法制度全般に影響が及ぶ大改革でありま
した。こうした大改革は、司法を担う法曹三
者（裁判所、法務・検察、弁護士会）の緊密
な連携、協働が不可欠です。

　原田先生は率先して改革の先頭に立ち、誠
実な御人柄、能力で、裁判員制度等、多くの
成果の実現に多大なる貢献をされました。
　この変革期に、原田先生が法務・検察の要
職におられたことは、日本の司法にとってま
ことに幸いなことでありました。
　検事総長退官後は、弁護士、東京女子大学
理事長、宮内庁参与、原子力損害賠償支援機
構運営委員長、国際民商事法センター理事長
など広い分野で御活躍をされていらっしゃい
ました。
　そうした先生が、突然御逝去されたことは
誠に痛恨の極みであり、哀惜の情、胸に迫る
ものがございます。
　改めて心から原田先生の御冥福を御祈り申
し上げ、私の弔辞といたします。　

弔辞　松尾邦弘氏　

元財団会長の渡里杉一郎氏逝去　

　元財団会長の渡里杉一郎
氏（元東芝社長）が４月 12
日逝去、92 歳。
　1989（平成元）年 11 月、
財団名誉会長・土光敏夫氏
の死去のあと空席になっていた会長に就任、
2000（平成 12）年８月まで務めた。

　財団審議役の相澤恵一氏逝去　

　財団審議役で、元国連ア
ジア極東犯罪防止研修所所
長、相澤恵一氏（公証人、
元仙台地検検事正）が７月
21 日逝去、63 歳。
　2006（平成 18）年７月から３年間アジ研所
長を務め、財団審議役は 2014 年４月就任。
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　2020 年４月の第 14 回国連犯罪防止刑事司
法会議（コングレス）の開催場所が京都に決
まった。50年前、大阪万博の開かれた1970（昭
和 45）年と同じ国立京都国際会館である。
　５年に 1度開かれるコングレスは、犯罪防
止・刑事司法分野での国連最大の国際会議。
2015 年カタール・ドーハの第 13 回コングレ
スで、当時
検事総長の
大野恒太郎
氏（現当財
団評議員＝
写真）が誘
致演説をし
た。
　 ８ 月 15
日の閣議で
京都開催が
決まると、
法務省はＨ
Ｐで「我が
国のたゆま
ぬ努力の結実としての国家の成熟や法の支配
の浸透を、世界中の人に体感していただきた
い。国民にも再犯防止や安全・安心な社会の
実現、これらを支える法遵守の文化を考えて
いただく機会としたい」と、開催意義を強調
している。
　テーマは「2030 アジェンダ達成に向けた
犯罪防止、刑事司法及び法の支配の推進」。
　議題として①社会的・経済的発展に向けた
包括的な犯罪防止戦略。
　②刑事司法システムが直面する課題への統
合的なアプローチ。
　③法の支配の促進に向け、全ての人に司法
へのアクセスの提供▽効果的で説明責任のあ

る公平かつ包摂的な機関の構築▽文化の独自
性を尊重しつつ法遵守の文化を醸成するため
社会的、教育的な関連方策の検討。
　④あらゆる形態の犯罪を防止・対処するた
めの国際協力及び技術支援。とりわけあらゆ
る形態のテロリズム、新興の犯罪形態。
　そのためのワークッショップでは①犯罪防
止・再犯防止②犯罪に強い社会を作る手掛か
りとなる教育と青少年の参加③最新の犯罪傾
向、近年の進展及び新たな解決策。犯罪の手
段、犯罪への対抗手段としての新たなテクノ
ロジー。
　当財団の掲げるスローガン「犯罪なき繁栄」
を実現するための世界会議といえないか。「会
場でＡＣＰＦの存在をアピールする何らかの
催しができないか」と、堺屋太一会長は提案
している。

これまでの開催地一覧

1955 年　第１回スイス（ジュネーブ）
1960 年　第 2回英国（ロンドン）
1965 年　�第 3 回スウェーデン（ストック

ホルム）
1970 年　第４回日本（京都）
1975 年　第 5回スイス（ジュネーブ）
1980 年　第 6回ベネズエラ（カラカス）
1985 年　第 7回イタリア（ミラノ）
1990 年　第 8回キューバ（ハバナ）
1995 年　第９回エジプト（カイロ）
2000 年　�第 10 回オーストリア（ウィーン）
2005 年　第 11 回タイ（バンコク）
2010 年　�第 12 回ブラジル（サルバドール）
2015 年　第 13 回カタール（ドーハ）
2020 年　第 14 回日本（京都）

京都で開催！ 2020 年コングレス
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　「安全な国　日本」（2015 年 7 月発行）が好評です。４年余り
で約２万３千部の頒布実績となりました。しかしデータが古く
なったことから、「犯罪白書」平成 29 年版のデータで更新するよ
う、作業を進めています。
　全体的に統計の数字が小さくて見づらいから大きくして欲しい
という要望や、「人権擁護委員や民生委員も載せて欲しい」とい
う声が寄せられています。
　さらに内容を充実させるとともに、見た目でも変化が分かるよ
うに表紙の色を初版とは異なる色にして、イメージ刷新を考えて
います。
　2020 年の京都コングレスまで、もう一度データ更新が必要と
思っています。
　皆様の手に、ポケットに、新たな「安全な国　日本」を！
と、お願いします。

　9 月 10 日、府中アジ研庁舎でＵＮＡＦＥ
Ｉ感謝祭が開かれた。第 167 回国際研修の参
加者をはじめ、元アジ研教官・職員、アジ研
卒業生が多数集い、大いに盛り上がった。
　当日は日曜日にもかかわらず、参加者約
200 人。海外からフィリピン司法省のガー
ニャ次長検事をはじめアジ研同窓生がこのイ
ベントのために来日した。元教官の西川克行
検事総長の姿も。久
しぶりに顔を合わせ、
肩を叩きあったり、
思い出話に花を咲か
せる一方で、初対面
の挨拶をしたりと、
いつもの研修所では
味わえない、いい雰
囲気だった。

「安全な国　日本」改定作業中

バーベキューで府中とお別れ

元
検
事
総
長
樋
渡
利
秋
副
理

事
長
も
ア
ジ
研
同
窓
生
だ
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　第 3回世界保護観察会議が 9月 12 日から
14 日まで、東京品川の品川プリンスホテル
で開催され、世界 34 か国から 371 人が参加
した。
　主催は、法務省保護局、国連アジア極東犯
罪防止研修所（アジ研）など。
　アジア刑政財団はこの会議を後援し、多く
の会員が参加した。会期中 2度のレセプショ
ンでは、堺屋会長、日野理事長がそれぞれあ
いさつ。堺屋会長は、安全・安心な国日本の
意義を訴えた。改訂版の作業が進むデータ集
「安全な国　日本」のＰＲでもあった。
　日野理事長は、非拘禁措置に関する国連最

低基準規則（東京
ルールズ）草案を
策定したアジ研へ
の支援等を通じた
社会内処遇分野で
の貢献を述べた。
　ACPF 事 務 局
は、レセプション
が開かれたグラン
ドプリンスホテル

第 3回世界保護観察会議を後援

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

浮
世
絵
の
展
示
も

阿
波
踊
り
の
列
に
加
わ
っ
た
千
葉
評
議

員
（
元
法
相
・
右
）
と
高
井
審
議
役

太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

更生ペンギン
「ホゴちゃん」
も大活躍

ブ
ー
ス
で
は
「
安
全
な
国
　

日
本
」
を
販
売
し
た

（左から）堺屋会長、上川法相、
野沢全国保護司連盟理事長

新高輪「飛
天の間」に
展 示 ブ ー
スを設置、
「安全な国
　日本」を
１冊 500 円
で販売する
など、参加
者に広報を
行った。
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　フィリピン犯罪防止実務者
連盟（CPPAP）とアジア刑
政財団本部及び名古屋支部が
9 月 14 日、東京品川プリン
スホテルアネックスタワー 6
階「アイリスの間」で、フィ
リピン日本ハーフウエイハウ
ス（PJHH）運営に関する同
意の覚書を署名した。
　PJHH は 1997 年、ACPF
の本部、名古屋支部、フィリ
ピン支部が協力してモンテン
ルパ市の司法省矯正局刑務所
群の敷地に建設された更生保
護会。設計は世界で知られる
建築家の安藤忠雄氏である。
　以来 20 年、フィリピン司法省矯正局、保
護局、国家警察委員会、CPPAP がその運営
に当たり、これまでに 450 名の受刑者の社会
復帰に尽力している。
　今回、日本で第 3回世界保護観察会議が開
催されるのを機に、PJHHの運営に関し、関

ハーフウエイハウスの合意署名式

挨
拶
を
す
る
山
下
輝
年
財
団
事
務
局
長

設
計
し
た
安
藤
忠
雄
氏

を
紹
介
す
る
ス
ラ
イ
ド

創
設
時
の
経
緯
を
説
明

す
る
ス
ラ
イ
ド

署名を終えて握手する左からブロサス国家警察
委員会委員、日野理事長、コー保護局長　　　

係機関の協力、
権限及び責任に
関する同意状況
を書面署名し
た。
　署名者は、日
野正晴理事長、
名古屋支部会
長、フィリピン
国家警察委員会
委員、保護局長、矯正局長、CPPAP会長。
　署名式には、フィリピン、日本から 40 人
が参加。名古屋支部田中清隆主幹、山口隼千
事務局長も出席した。
　署名式は、フィリピン、日本両国の国家演
奏で始まり、日野理事長あいさつのあと、フィ
リピン側から PJHH の活動実績報告、保護
局長の感謝のあいさつ。署名を交わしたあ
と、山下輝年事務局長の発声でワインで乾杯
した。
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　10 月２日、アジ研は、
東京都昭島市に新築され
た法務省の国際法務総合
センターに移転し、業務
を開始した。なお、法制
度整備支援を担当する法
務総合研究所の国際協力
部も大阪から昭島市の同
じ施設に移転している。
アジ研の新しい施設は、
国営昭和記念公園に隣接
する米軍基地跡地の一
角、ＪＲ青梅線東中神駅
から徒歩約 10 分の場所にある。
　研修棟（５階建て）、国際会議棟（２階建
て）、宿泊棟（９階建て）からなり、研修定
員は 55 人。
　第 20 回汚職防止刑事司法支援研修が新し
い施設での最初の研修となる。日本を含む
21 か国から 28 名の研修員が参加して 11 月 1
日から 12 月 7 日まで実施する。

刑事政策公開講演会開催
　アジ研、日本刑事政策研究会及びアジア刑
政財団の共催により、１月 27 日、法務省大
会議室で刑事政策公開講演会が開催され、約
150 名もの聴衆が会場を埋めた。
　米国南フロリダ大学のリチャード・デンボ
教授からは、フロリダ州の第 13 司法巡回区
における少年非行の先端的な取組である「シ
ビル・サイテイション・プログラム」が紹介
された。これは拘禁措置に代わるダイバー
ジョンの一種であり、一定の軽い罪に当たる
非行に初めて及んだ少年が、本人及び保護者
の同意の上で、個人の特性に応じて設定され

たプログラムを完了すれば、非行歴が残らな
いというもの。再非行防止の効果が高く、少

アジ研が昭島に移転

マッティ・ヨッツエン博士

新
し
い
ア
ジ
研
施
設

リチャード・デンボ教授

年非行対策に関す
る州の財源の有効
活用にも資すると
いう説明がされ
た。
　国連欧州犯罪防
止研究所長のマッ
ティ・ヨッツエン
博士からは、少年
司法の国連準則に
関し、法的拘束力
のない「ソフト・
ロー」が、どのよ
うにして法的拘束
力を有する「ハー
ド・ロー」へと発
展していったかに
ついて、講演がさ
れた。「ソフト・
ロー」として、少
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年司法運営に関する国連最低基準規則（北京
ルールズ）、少年非行の防止に関する国連ガ
イドライン（リヤド・ガイドラインズ）、自
由を奪われた少年の保護のための国連規則
（ハバナ・ルールズ）などの成立経緯につい
て説明がされ、どのようにして「ハード・ロー」
である児童の権利に関する条約へと発展した
のかが説明された。

第３回世界保護観察会議開催
　第３回世界保護観察会議が 2017 年９月 12
日から 14 日まで品川プリンスホテルで開催
され、日本を含め 34 の国と地域から 371 名
の出席があった。同会議は 2013 年にロンド
ンで初めて開催され、社会内処遇に関わる実
務家や研究者が一堂に会して相互の知識や経
験を共有し、国際ネットワークの拡大を目的
とするものである。アジアで初めての開催で
あり、海外からの参加者が日本の更生保護制
度を知り、日本人参加者が海外の社会内処遇
制度や取組を知る良い機会となった。
　会議はフランク・ポポリーノ博士（カナ
ダ）、ピーター・レイナー博士（英国）、トッ
ド・クリア博士（米国）及び元アジ研所長の
赤根智子大使の４名による基調講演、全体シ

ンポジウム、ワークショップ及びスタディー
ツアーで構成され、また宮田亮平文化庁長官
が特別講演者、NPO法人再非行防止サポー
トセンター愛知の高坂朝人理事長がゲスト・
スピーカーとして招かれた。
　千田恵介アジ研所長が本会議の内容や意義
に触れるとともに更生保護分野に関連したケ
ニアやフィリピンでの取組も含めてアジ研の
活動を紹介するリマークスを行い、赤根大使
が「保護観察の未来：アジアにおける経験と
コミュニティの役割」と題する基調講演を
行った。また、現・元アジ研教官もワーク
ショップでモデレーターを務めた。
　なお、アジア刑政財団もこの会議を後援し、
ウェルカムレセプションでは日野理事長が歓
迎の挨拶を行った。

講
演
す
る
赤
根
大
使

世
界
保
護
観
察
会
議
全
体
セ
ッ
シ
ョ
ン
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　６月９日、第 166 回国際研修参加者を迎え
て、恒例の横浜港ディナークルーズを開催し
た。午後７時山下公園の桟橋を出港し、帰着
まで約２時間、クルーズを堪能した。
　毎年、研修参加者に大好評の花柳錦右さん
をはじめとする「日舞扇乃会」による船上で
の日本舞踊、東京音頭に合わせ参加者一同輪
になって踊った。
　今年 95 歳の宮田珍子会員から、記念品と

第167回国際研修参加者を迎えて

　９月２、３日、今年２回目の招待行事が第
167 回国際研修参加者を迎えて行われた。研
修参加者、引率者、横浜支部全 11 人で横浜
少年鑑別所を参観した。同鑑別所は横浜刑務
所に隣接し市街地大通りから奥に入った閑静
な場所にある。玄関では、所長はじめ４人の
職員に迎えられた。
　所長より、少年鑑別所の概要説明、少年鑑
別所設置目的と業務内容、少年審判と処遇、
看護処遇、鑑別所で働く職員、犯罪臨床の専
門家等が詳細に説明された。東ティモール、
ブラジルの研修参加者とは、２カ国の通訳を
介し質疑応答が交わされた。
　その後携帯電話、バック等持ち込み出来な
いものを部屋に置いて参観。施設は、家庭裁
判所等の求めに応じて鑑別を行うところで、
医学、心理学、教育学、社会学など専門的知
識の教育の教室が用意され、教科の希望によ
り学習支援を行っている。図書の貸し出しも

恒例の横浜港クルーズを満喫

「花づくし」
という題の
花言葉をあ
しらった粋
な歌が贈ら
れた。楽し
い 時 間 は
あっという
間 に 過 ぎ
た。
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行われ、運転免許、介護士、重機免許、溶接
等資格習得本や語学教材、小説など幅広い分
野の本が並んでいた。
　判定会議と審判を行う部屋も見学、女子の
部屋やレクリエーションルームは、ピンクで
仕上げてある。施設内は、清掃が行き届き清
潔感があり、規則正しい健康的な生活を送れ
るよう工夫されている。運動場は、高さ 4ｍ
塀で囲まれ、グランドは芝が植えられ広い。
雨の日でも屋根の下で運動が出来る。
　入所者は最大 103 人、現在は 36 人が入所
している。その内女子は 6人。いずれも収容
期間は、おおむね 4週間という。
　横浜少年鑑別所に併設の「よこはま法務支
援センター」も参観。同センターは、非行、
犯罪、不登校、家庭内暴力などの悩み事につ
いて専門スタッフが相談に応じている国立の
施設である。同センターでの心理検査は、特
に難しいことではなく絵を描くこと、砂の器
に人形を置く等で性格を判断する。施設参観
は、あっという間の 1時間半だった。
　当日の午前中、研修参加者は、当支部法人
会員の日産自動車横浜工場ゲストホールを見
学した。日産自動車の歴史や発展にとても関
心があったようだ。また、ブラジル移民船が
出航していた港でもある横浜港遊覧では、特

にブラジルからの研修参加者にとって感慨深
いものであったようだ。懇親会は、みなとみ
らいにあるホテルで行われた。30 階からの
夜景を見ながら支部会員との話に花が咲い
た。
　翌日は、鎌倉の高徳院（大仏）や 2020 年
東京オリンピック開催地の１つでもある江ノ
島を観光した。東ティモールは建国 15 年の
若い国で、同国からの研修参加者は日本の発
展・復興に強い関心を示していた。
　初めての宿泊招待であったが、参加者には
日本の良き伝統「お・も・て・な・し」を体
験してもらえたと思う。ご協力いただいた関
係各位、スペイン語・ポルトガル語通訳者に
お礼を申し上げたい。�（幹事・宮台泰洋記）

横浜少年鑑別所前で記念撮影 鎌倉大仏の前で

笑顔がこぼれる懇親会の様子
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　平成 29 年５月 31 日、ＫＫＲホテル
名古屋で第 25 回支部役員会・総会を
開催した。出席者は名古屋支部の 15
人のほか、来賓として財団本部から有
田知德審議役、名古屋高検から青沼隆
之検事長、廣上克洋次席検事、名古屋
地検から小島吉晴検事正。
　議案審議に先立ち、会長（代理：中
部電力（株）細野秀一法務部長）から
「公益財団法人への移行から３年を経
て、公益目的事業の範囲が、犯罪の防止・治
安の維持や、国際相互理解の促進を目的とす
る事業にも広がり、当財団の果たす役割がさ
らに重要になるとともに、社会からの期待も
高まっています。今後とも、「犯罪なき繁栄」
への貢献を目指して、より一層活発な活動を
推進したい」と挨拶の後、下記議案について
会長が議長となり、田中清隆・小関敏光両主
幹から各議案について説明があり、審議の結
果、原案どおり可決承認した。事務局から支
部会員の獲得などについて事務連絡が行われ
た。
　終了後、田中主幹、名古屋高検青沼検事長
の挨拶に続き、名古屋地検小島検事正の乾杯
で懇談会が開会。和やかなうちに時間を過し、
小関主幹の閉会を惜しみながらの挨拶で、散
会となった。
議案Ⅰ　平成 28年度事業報告
１　アジ研第 89 回国際研修同窓会
２　第 24 回支部役員会・総会開催
３　�アジ研第 164 回国際研修参加者との意見
交換会開催

４　刑事政策公開講演会出席
５　�平成28年版犯罪白書に関する説明会出席
６　平成 28 年度支部実務担当者会議出席

７　�ＣＰＰＡＰ活動支援（ハーフウエイハウ
ス運営を含む）　支援金 50 万円

議案Ⅱ　平成 28年度収支決算報告
議案Ⅲ　平成 29年度事業計画（案）
１　第 25 回支部役員会・総会開催
２　�アジ研第 167 回国際研修参加者との意見
交換会開催

３　�フィリピン犯罪防止実務者連盟とのフィ
リピン・日本ハーフウエイハウスの管理
運営に関する覚書締結調印式

４　刑事政策公開講演会出席
５　犯罪白書に関する説明会出席
６　�ＣＰＰＡＰへの活動支援（ハーフウエイ
ハウス運営を含む）　支援金 30 万円

議案Ⅳ　平成 29年度収支予算（案）

アジ研第167回国際研修参加者を迎えて

　平成 29 年９月２日、アジ研第 167 回国際
研修に参加したカルマ・ツェワン氏（ブータ
ン王立警察司令官）、ナンディング・ナビダッ
ド・バイレ氏（フィリピン刑務所管理局矯正
研修所副所長）、プリシラ・キムゾン・カン
ポサント氏（フィリピン保護局保護観察官）
の３氏は、吉田弘之氏（財団本部事業部長）

第25回支部役員会・総会を開催

青沼名古屋高検検事長有田ＡＣＰＦ審議役
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の引率で来名した。
　トヨタグループ発祥の地である旧豊田紡織
本社工場跡の赤煉瓦造りを活かしてトヨタグ
ループ 16 社が共同で設立したトヨタ産業技
術記念館へ向い、昼食の後、繊維機械館で紡
ぐ・織る技術と繊維機械の移り変わりを、ま
た自動車館では自動車の仕組み・構成部品、
トヨタの創業当時から現代に至る技術を驚嘆
しながら興味深く見学した。
　その後、名古屋城、愛知県弁護士会館、名
古屋高等・地方裁判所、愛知県警察本部、名
古屋高等・地方検察庁並びに名古屋拘置所等
建物を案内し、名古屋国際ホテルにチェック
イン。午後５時 30 分から近くの寿司会館「喜
多八」で意見交換・歓迎懇談会が開かれた。
名古屋支部田中清隆主幹が歓迎の挨拶、小関
敏光主幹が３人に記念品を贈呈、中川真吾会
員が乾杯をして、和やかな交流の輪が広がっ
た。終わりにプリシラ・キムゾン・カンポサン
トさんから謝辞が述べられ、全員で記念写真
を撮り、別れを惜しみながらの閉会となった。
　翌３日は、喜多八寿司の舟橋幸男社長のご
好意により、社長自ら運転のワゴン車で名古

屋港水族館に向かい、水槽の中で泳ぐシャチ・
イルカ・ベルーガなどを見て回った。シャチ・
イルカのパフォーマンスショーでは、一列に
なって観客に海水を浴びせながら挨拶した
り、６メートル上にあるボールにめがけジャ
ンプ、またトレーナーを背に乗せて泳ぐなど
広大なプールを縦横無尽に泳ぎ跳ね回るシャ
チ達の種々の芸に驚いていた。
　続いて熱田神宮へ参拝をしたあと、大須観
音へ。大須商店街では、電気製品安売りのア
メ横ビルを見学、店員さんに熱心に製品の質
問をしていた。
　日本の歴史、学術と文化に触れた２日間の
日程を無事終え、別れを惜しみつつ新幹線「の
ぞみ」で離名、帰京した。

　９月 14 日、東京品川プリンスホテル
アネックスタワー６階「アイリスの間」
で、フィリピン日本ハーフウエイハウス
（PJHH）運営に関する同意の覚書を署名
した。
　フィリピン犯罪防止
実務者連名（CPPAP）
とアジア刑政財団本部
及び名古屋支部３者に
よる署名式です。

全
員
で
記
念
撮
影

左からブロサス国家警察
委員会委員、日野理事長、
説明する山下事務局長、
コー保護局長

調
印
式
後
の
記
念
撮
影

フィリピン日本ハーフウエイハウス
（PJHH）運営同意、覚書を３者で調印

コー保護局長より記
念品が贈呈された
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　アジア刑政財団栃木支部（青木勲支部長）
では、平成 29 年９月２日、３日の両日、国
連アジア極東犯罪防止研修所の第 167 回国際
研修参加者２人を招待し、公共施設での研修、
支部会員との交流を図った。
　来県した研修参加者は、モルディブ警察テ
ロ対策情報局課長のアダム・アジム氏とモ
ロッコ矯正保護局広報官のソフィアン・アフ
ジル氏。それに通訳兼引率者の計３人。
　１日目は、午前中、栃木県警察本部を訪れ、
110 番の受理やパトカーへの指令を行う通信
指令センターと、県内の道路に設置された交
通信号機を一元的に制御する交通管制セン
ターを見学した。特に通信指令センターでは、
アジム氏が 110 番受理から現場到着までのレ
スポンスタイムが約５分と聞いて、船で現場
に向かうときなど数時間かかる場合もある自
国とのあまりの違いに溜息をついていた。
　午後は、昭和46年に開庁した大田原市にあ
る黒羽刑務所を訪問。土曜日にもかかわらず
快く出迎えてくれた小林弘明所長から約２時
間にわたって施設概要の説明と施設内の見学

をさせていただき、受刑者の職業訓練室など
優れた矯正教育の現場をつぶさに視察した。
　この後、一行は、宿泊先のホテルで栃木支
部の会員らも参加した支部長主催の交流会に
出席した。
　交流会は、青木支部長と宇都宮地検武田典
文検事正の挨拶を皮切りに和やかに始まった
が、途中、研修参加者２人がたどたどしい日
本語で、自己紹介スピーチを行ったことから、
場が大いに盛り上がった。
　また、この歓迎会では、ユネスコの無形文
化遺産に登録された「和食」を提供したが、
青木支部長が、英語版の「お品書き」も用意
して、自然の恵みに感謝しながら調理したも
のを食すという日本の伝統的な食文化につい
て説明したところ、２人とも神妙に聞き入る
とともに、器用にお箸を口に運んでいた。

日本の歴史と文化を見て食してご満悦
―― 第 167 回国際研修参加者を迎えて

栃
木
県
警
察
本
部
に
て

視
察
の
様
子
は

「
下
野
新
聞
」
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
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　２日日は、国際的な観光地、日光の周遊。少し色づ
き始めたいろは坂をくねくねと登って晴天に恵まれた
奥日光の中禅寺湖、竜頭の滝、華厳の滝の景観を満喫、
再び同坂を下って世界文化遺産に登録されている「日
光の社寺」、日光東照宮と輪王寺を見学した。
　研修参加者は、観光ボランティア通訳の説明を聞き
ながら、「平成の大修理」を終えたばかりの陽明門を
はじめ絢爛豪華な社殿の数々に圧倒されていた。
　あっという間の２日間であったが、別れ際に、「次
はぜひ貴国で再会を」という筆者の挨拶に、２人とも
「ぜひ来てほしい」と歓迎の言葉を発して帰途に就い
た。� （栃木支部・髙久事務局長）

日光・東照宮にて

支
部
会
員
と
の
交
流
会

日光・華厳の滝にて
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　大阪支部の平成 29 事
業年度の定時総会を、平
成 29 年６月８日午後４
時から大阪国際交流セン
ターで開催した。
　冒頭、瀧会長代理（荒
川氏急病で欠席）が「会員
の皆さんのお陰」とお礼
と感謝の言葉のあと、引
き続きアジ研のみならず
法務総合研究所国際協力
部への協力、また友好協
定を結んでいるタイ王国

大阪支部

定時総会並びに講演会開催

等への支援も引き続き行いたいとの決意を述
べた。
　議案は、平成 28 年度事業報告・収支決算
報告・平成 29 年度事業計画・収支予算（案）・
役員等の委嘱報告。議長代理及び事務局の進
行により、各議案について審議した結果、そ
れぞれ原案通り可決承認された。
　引き続き行われた講演会では、産経新聞大
阪本社・長戸雅子氏（政治国際部長兼論説委
員）が「韓国の検察と政治　ソウル元支局長
裁判を経験して」のテーマで韓国での裁判の
実情を話した。
　懇親会では、～笑いの夕べ・時事漫談～と
して、尼崎市役所職員の江上昇氏（松竹芸能
で５年間プロとして活躍）が「漫才師の市職
員・お笑い行政講座」と題し、笑いを誘いな
がら披露した。
　会場には、多数の会員の方々や、マスコミ
各社の報道記者も参加して、最後に、大阪高
検・三浦守検事長の中締めの挨拶で盛会裡に
閉会した。

（柏岡征和）

新聞各紙が報道

定
時
総
会
で
の
議
事
進
行

平成 29年６月９日付　毎日新聞

平
成
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年
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月
９
日
付　

産
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聞

平
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29
年
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月
９
日
付　

読
売
新
聞
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ラオス法律家らと交流懇談会

　ＡＣＰＦ大
阪支部は、法
務総合研究所
国際協力部が
平成 28 年 10
月 30 日から
11 月 12 日ま
で２週間にわ
たって行った
「ラオス法律
人材育成強化
プロジェクト

更生保護法人和衷会での記念写真

ラ
オ
ス
代
表
と
土
産
交
換
す
る
瀧
代
表
幹
事

更生保護法人施設長から説明を受ける研修参加者
（フェーズ２）刑事関連法本邦研修実施」の
一環として、11 月４日（金）に同プロジェ
クトの研修参加者スパシット・ローワンサイ
最高人民検察院刑事事件監査局副局長ら 19
人と指導担当弁護士、大学教授、並びに同協
力部部長、教官ら総勢 36 人を招いて、関電
ビル・エルガーデンで交流懇談会を行った。
　ほとんどの研修参加者は英語が通じず、２
人のラオス語通訳者が走り回って通訳に努め
た。

　平成 29 年８月 23 日から９月 22 日まで国
連アジア極東犯罪防止研修所（アジ研）で「組
織犯罪メンバー及びテロリストの更生及び社
会復帰」の研修参加者の内、タイと香港の女
子３人が、９月２日（土）～３日（日）の２
日間来阪した。
　新大阪駅近くで自己紹介を兼ねた昼食会
後、近畿大学法科大学院へ。同大学院では「外

第167回国際研修参加者を招いて

国人法曹との研修会」開催を大々的に
宣伝しており、出席した大学院生も 30
人を超えた。タイ、香港からの３人は、
それぞれ母国の刑事司法についてプレ
ゼンテーションを行い、参加した院生
も、外国の司法制度が我が国のそれと
大きく異なることを知るなど、教育効
果も大きなものがあった。
　その後、大阪支部の者と夕食を兼ね
た交流懇談会。翌日は早朝から、更生
保護法人・和衷会に赴き、施設の見学
や理事長・施設長に対し熱心に質疑を
していた。予定の行事を無事に終え、
別れを惜しみつつ夕方の新幹線で東
京・府中の研修所への帰路についた。

（柏岡　征和）

　プレゼント交換のあと、参加者代表から「厳
しい研修の中の楽しい時間をありがとう」と
の謝辞があり、全員が両手を合わせて感謝の
気持ちを示しながら帰られた。

（瀧・柏岡）
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　平成 28 年度広島支部講演会・交流会
　広島支部は、平成 28 年 10 月 24 日、リー
ガロイヤルホテル広島で日野正晴（財団理事
長）、酒井邦彦（広島高検検事長）両氏をお
迎えし、多くの法人・個人会員、広島高・地
検職員、矯正職員の皆様の参加を得て、講演
会・交流会を開催した。
　日野理事長は「国連犯罪防止会議とＡＣＰ
Ｆの役割」と題し、東京オリンピックと同
じ 2020（平成 32）年 4 月に京都で「国連犯

日野氏、酒井氏を迎えて
講演会・交流会を開催

罪防止刑事司法
会議（コングレ
ス）」が開催さ
れるに当たり、
戦後、我が国が
刑事司法分野で
国際的に多大な
貢献をし、当財
団がそれに寄与
してきたことの
意義について講

演をした。
　酒井検事長は「英国のＥＵ離脱、深刻
化する子供虐待とその対応」と題し、グ
ローバリゼーションの進展に伴う社会環
境の変化が特に母子家庭の貧困化・人間
関係の希薄さを惹起し、児童虐待の深刻
化を招いたと現状を分析。子供を見守る
ためのネットワーク作りの重要性や、該
当事案処理に際し、児童相談所など多機
関と連携して事件処理に努めている、最
近の検察の取組みについて講演をした。
　法務・検察の分野で、長年国際関係の
業務を担当してきた両氏の講演は、国際
的な視野に立ち、当財団の役割などを考

える機会を得
られたという
意味で、参加
者にとって極
めて有意義な
ものだった。
　引き続き開
催された懇親
会で、両氏の
みならず、財
団審議役で、
広島カープが
初優勝した昭和 50 年に新たに開通した新幹
線で広島地検に赴任、後年、広島地検検事正
を務めた新庄一郎先生が遠路わざわざ駆け付
け、25 年ぶりにリーグ優勝を果たした広島
カープの躍動などの話題に花が咲いた。時間
を忘れて愉快なひと時を過ごし、大いに盛り
上がった。

（広島支部事務局長　林谷浩二）
　＊広島カープは、2017（平成 29）年もリー
グ優勝、Ｖ２連覇を達成した。

講
演
す
る
酒
井
検
事
長

挨拶する金井支部長

交流会で盛り上がる左から金井支部長、新庄審議役、
冨村副支部長、日野理事長



A C P F  N E W S  No.602017.12 （29）

　広島支部は、アジ研第 165 回国際
高官セミナー参加者との意見交換・
交流会を 2月 1日、リーガロイヤル
ホテル広島で開催した。
　本年度の高官セミナーは「少年司
法と国際準則」がテーマ。14 か国
26 人の海外からの研修参加者と法
務省・裁判所から国内５人らが広島
高検検事長を訪問、更生保護施設を
視察の後、当支部の会員・会友の皆
様との意見交換・交流会を開催した。
　広島ジュニアマリンバアンサンブルの団員
のちびっ子たちが素敵な演奏を披露して会場
を沸かせ、お酒の勢いも手伝って、日頃は英
語なんて使わないよ～っという会員の皆さん
も研修参加者と活発な交流。有意義な一時と
なった。
　会の結びに、平和の地・広島の象徴である
折り鶴のアクセサリーと、当地の誇る特産品
の１つである熊野の化粧筆などを皆さんに贈
呈し、盛況のうちに終えた。
　当支部は、早いもので、平成 23 年 2 月 5

日の八丁堀シャ
ンテでの発足式
から 6周年を迎
えた。この間の
ご支援・ご指導
に深謝致します
とともに、今後とも、会員・会友の皆さんに
より一層満足頂けるような運営をして参りた
いと思いますので、引き続き、何分のご支援
を賜りますようお願い致します！！

（広島支部事務局長　林谷浩二）

「少年司法と国際準則」がテーマ
第165回国際高官セミナー

海外参加者自己紹介

広島ジュニアマリンバアン
サンブルの熱演

代
表
者
挨
拶

笑顔のひととき

海外参加者とともに

海
外
参
加
者
を
交
え
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
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　本部支部「期成会」（鈴木仁会長）は５月
20 日、アジ研の第 166 回国際研修参加者 30
人（海外 19 か国 22 人、日本８人）を両国
国技館の大相撲夏場所７日目にお招きした。
2007 年からの恒例行事だが、打ち出し後の

大相撲夏場所観戦と大盛況の交歓会

交歓会（両国第
一ホテル）で乾
杯の音頭をとっ
たＡＣＰＦ北田
幹直理事（元ア
ジ研所長）は、
「横綱稀勢の里
誕生による大相
撲人気で入場券
は発売と同時に
完売となった。
観戦できたの

は、大変ラッキー
なんですよ」と英
語で話した。
　東京さぎそうラ
イオンズクラブ
（中村浩梓（ひろ
し）会長）が創立
30 周年を記念し
て後援に加わり、
参加者は 80 人に。
プロバンドによる
ビートルズのヒッ
ト曲演奏で参加者
たちがフロアで腰

をくねらせ、大盛り上がり。謝辞では、大阪
高裁の安西二郎判事が英語、それをタイ法務
省のワサワット・サイバー犯罪課長が日本語

ま
ず
は
国
技
館
前
で
記
念
撮
影

満員御礼の垂れ幕が
掛かった館内
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　「絹谷幸二　天空美術館」が昨年 12 月、Ｊ
Ｒ大阪駅北東の梅田スカイビル・タワーウエ
スト 27 階に開館した。絹谷先生は財団理事
で、本部支部期成会の名誉会長でもある。で、
鈴木仁会長ら会員７人が 2月 16 日、先生自
らの案内で「絹谷ワールド」を満喫した。
　絹谷先生は、「まずこれを見てください」
と３Ｄシアターへ。直径９㍍の半円状スク
リーンに、富士山や竜が飛び出してくる。そ
して原色の作品の中に飛び込で行くのだ。ツ
イッターに「3Ｄ映像はユニバ並みでドキド
キ」「3Ｄに大はしゃぎ」「3Ｄ映像は楽しく
芸術と触れ、パワーアップ出来たような気分」
などの賛辞が並ぶ。

に通訳し、喝采を浴びた。
　交歓会は、鈴木会長の
長男了（さとる）氏のバ
イリンガル司会で進めら
れた。鈴木会長、堀内国
宏財団事務局長、千田恵
介アジ研所長が型どおり
の挨拶。花柳流の片岡晶
子師匠が「春の海」
を踊った。締めは、
田久保健美副会長の
挨拶に続き、島田益
吉、山田清司両副会
長、弧崎麻男幹事４

人による三三七拍子。
　この模様を伝える期成会報英語版が作成さ
れ、６月 14 日アジ研で行われた研修の修了
式・歓送会で、鈴木会長が代表者に手渡した。

「絹谷ワールド」へようこそ　天空美術館

　とにかくエネルギッシュな作品の数々。「風
神雷神」「飛龍不二法門（ひりゅうふにほう
もん）」など 50 点が展観される。大阪城や通
天閣を描いたものもあった。
　アトリエもある。ここでは親子絵画教室が
開かれる。「子どもたちに絵心を」は、先生
の願いだ。
　天空ギャラリーで大阪の街の眺めを楽し
み、天空カフェでひと休みして解散した。
　絹谷先生の開館挨拶が新聞記事に残ってい
る。「私の絵は非常にカラフルだが、カラフ
ルな絵は幸せの印。こういう元気さを、大阪
から全国に広げていきたい」

期成会役員による中締め

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
、

国
際
貢
献
カ
レ
ン
ダ
ー

記念撮影する期成会会員

挨拶する千田アジ研所長

挨
拶
す
る
鈴
木
会
長
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　ACPF 埼玉支部は、多彩な活動に取り組
み中。その中から二つの活動を紹介します。

少年の更生をテーマに公開講演会開催
　当支部には保護司などの保護関係者が多
い。少年の更生に資する知見を広めるため、
社会を明るくする運動の一環として、埼玉県
保護司カウンセリング研究会と共催で、2017
年 8 月 8 日に公開講演会を開催した＝写真。

国内でも国際舞台でも面目躍如！
――公開講演会とケニア保護司支援

ケニア保護司の来日・国際会議参加支援
　2017 年 9 月 12 日～ 14 日、第 3 回世界保
護観察会議が開かれた。近隣諸国はまだしも
途上国からの参加は費用面で困難。会議前日
に「第 2 回アジア保護司会議」が開催される。
2014 年 7 月の第 1 回にはケニアも参加した。
UNAFEI のケニア支援プロジェクトは終了
したが、NPO 法人「ケニアの未来」が現地

ワ
ン
ブ
ア
さ
ん
を
囲
み
記
念
撮
影

　テーマ：「子どものシェルターピッピの活
動」～子ども達に寄り添う～
　講演者：大倉浩弁護士（NPO 法人子ども
センター・ピッピ理事長）
　会場のさいたま商工会議所ホールに約 100
人が参加。保護司、更生保護女性連盟会員の
他、更生保護施設清心寮で研修中の県立高校
教員 10 人（教員 5 年目の福祉研修参加者）も。
　大倉弁護士は、浦和高・中大卒で書記官を
経て 1992 年に弁護士登録。
　「なぜ少年事件に関わるのか？」。少年の生
育環境の悲惨さと、環境変化により見事に更
生する少年の姿、お金では買えない「心から
感動する体験ができる」からだ。埼玉県初の
子どもシェルターを開設するなどエネルギッ
シュ。実話に基づいて加害者・家族・教育者・
弁護士等の課題に触れ、共感力の大切さ、使
命感の重要性を説いた。聴衆は大いに感銘を
受けた。大成功であった。

と日本で細々と支援を継続中だ。
　当支部にケニア保護司の来日の費用を支援
して欲しいと要請が来た。会員に諮ると反対
意見は全くない。当支部は、UNAFEI 参加
者との交流でケニアと縁があった。ここは一
肌脱ぎ、公益積立金のうち数十万円で支援
すると決めた。本部も大賛成。世界会議で
は、赤根智子元 UNAFEI 所長の基調講演で

「ACPF 埼玉支部のお陰でケニアの保護司が
参加でき、会議がより広がりを持ち有意義と
なった」と感謝の辞が述べられた。
　世界会議直後の9月15日には、そのゼボラ・
ワユア・ワンブア女性保護司を当支部に招い
てケニア保護司の現状について会員と意見交
換し、夕刻には懇親会。ディズニー映画「ラ
イオンキング」で有名となった「ハクナマタ
タ」（スワヒリ語で「何とかなるさ」）の歌詞
を含むケニア民謡「ジャンボ・ブアナ」を全
員で歌い踊って盛り上がった。
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汚職研修の参加者招き意見交換会
――終始なごやか、弾き語りに大合唱も

　東京みのる会（鈴木實会長）
は 2016 年 10 月 26 日、アジ研
の第 19 回汚職防止刑事司法支
援 研 修（2016 年 10 月 12 日 ～
11 月 17 日）の参加者 30 人ら
を明治記念館に招いて意見交換
会を開いた。毎年恒例の行事で、
ことし 2017 年も第 20 回汚職研
修の参加者をお招きして 11 月
14 日に同じ明治記念館で行っ
た。会報発行のタイミングと合
わずに、前年の報告――。
　まず東京みのる会を代表して坪口隆監事

（五十鈴グループ副会長）が歓迎の挨拶。続
いて森永太郎アジ研次長の挨拶のあと、堺屋
太一 ACPF 会長が乾杯の音頭をとった。
　財団発行「安全な国　日本」にある「世界
汚職認識度マップ」最新 2016 年版では、参
加26か国で最上位は日本の20位。ついでブー
タンの 27 位。「清廉」はこの２か国で、あと
は「腐敗している」。２ケタ台はブラジル 80
位、モルディブ 99 位。残りは３ケタ台で、
南スーダンはワースト２の 175 位。それだけ
に研修参加者の「汚職撲滅」意識は高い。

　交換会は、終始
なごやかな雰囲気
の 中 で 行 わ れ た
が、一番人気はア
ジ研森永次長のギ
ター弾き語り。「ウ
イ・シャル・オー
バーカム」など数
曲を披露したが、
参加者が舞台に上
がって、手を打ち、
腰をくねらせて大
合唱。やんやの喝
采を浴びた。
　参加者を代表し
てブラジルのマル
クス連邦検事が三

森永次長のギターにバックコーラスがついて大盛
り上がり

堺屋会長の乾杯の音頭

坪口監事から記念品を受
け取る参加者

澤節史大阪地裁判事の通訳でサンクス・ス
ピーチ。ACPF 高井新二審議役が中締めを
してお開きとなった。
　東京みのる会からは鈴木満、大熊重夫、宮
澤正憲、今成艶子各会員が出席した。
　　　　　　　　　　　（報告者：鈴木満）

参
加
者
が
記
念
撮
影
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　ACPF がバンコクで開催しているタイセ
ミナー。5 回目となる来年は、2018 年 2 月
12 日 ( 月 ) 午後を予定している。テーマは未
定。
　今回は、2 月 10 日 ( 土 ) ～ 2 月 14 日 ( 水 )
の日程で、女子刑務所その他の司法機関の訪
問・視察など、個人旅行では体験できないツ
アーとなる。 1人でも多くの会員のご参加を！
問い合わせは事務局（吉田事業部長）まで。
　さて、第４回タイセミナーは、2017 年 1
月 26 日（木）、タイ法務研究所（ＴＩＪ）と
バンコク日本人商工会議所の協力で、ＴＩＪ

来年２月に
５回目のタイ・
セミナーを開催

堀内事務局長退任、後任に山下輝年氏

　堀内国宏事務局長（74 歳）＝写真＝が、
ことし６月に退任、会長顧問に就任した。

カンファレンスルームに約 60 人が参加した。
　テーマは「タイにおける投資政策の理解と
効果的な人材管理の探求」。講師はボンゴッ
ト・アヌロート女史（タイ投資委員会事務局
上級顧問）＝写真＝と坂田省悟氏（デロイト・
コンサルティング社ヒューマンキャピタル部
門シニアマネージャー：アセアンの日系企業
への人事コンサルティング担当）だった。

（事務局）

　アジア刑政財団は、
アジ研の活動を支援
するために 1982（昭
和 57）年に設立。堀
内さんはアジ研次長を
1986 年９月～ 90 年３
月、所長を 94 年４月
～ 96 年４月まで務め、
1997 年 6 月最高検検
事で退官。ＡＣＰＦ顧問―理事から、99（平
成 11）年５月、滝澤哲郎事務局長のあとを
継いだ。同時に弁護士、東海大学、流通経済
大学の法学部教授もしていた。
　事務局長 18 年で印象に残ったことを尋ね
ると、以下の３点が返ってきた。
　① 黎明期・成長期の財団の発展（世界大会

を連発できた時代のこと）
　② 本部の財政難から「ACPF 解散論」と、

その克服（平成 23 ～ 24 年）
　③ 公益財団法人としての認可が得られたこ

と（平成 26 年）
　長い間、ご苦労さまでした。
　後任の事務局長は、山下輝年前アジ研所長。
釧路地検、和歌山地検検事正を務め、2014

（平成 26）年 10 月から 16（平成 28）年４月
までアジ研所長。就任 1 か月後には「事務局
ニュース」を創刊、すでに３号を発行し、本
部と支部の情報交換・共有を目指している。

新評議員に大野前検事総長 
　６月 12 日の理事会で、逝去された原田明
夫評議員の後任に大野恒太郎氏（弁護士、前
検事総長）が就任した。また新広島支部長に
椋田昌夫氏が就任した（４月 20 日）。
埼玉支部のケニア保護司招待に感謝！
　埼玉支部は、公益積立金を利用して、ケニ
ア保護司を世界保護観察会議に招待し、会員
とも交流する機会を設けました。他の支部の
参考になるものであり、本部として感謝し、
他の支部にも同様の手法による活動が広がる
ことを期待しています。
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本部事務局が昭島の新庁舎に移転！

　10 月 2 日、本部事務局は東京・昭島の新
庁舎で業務を開始した。　新事務局体制――。
　　事務局長　山下輝年
　　総務部長　松田憲治
　　経理部長　市川美鈴
　　事業部長　吉田弘之
　　主　　事　竹内陽子
　11 月 27 日

（ 月 ） に は、
法務省幹部を
お迎えして盛
大に新庁舎全
体の開所式が
開催されまし
た。
  ＪＲ青梅線
東中神駅から
徒 歩 10 分 ～
15 分。
〒 196-0035

もくせいの杜
昭島病院

中神第２
アパート前

富士丘小

国際法務
総合センター

東中神駅

JR青梅線

「堺屋会長と語ろう会」を開催

　本部支部と財団本部のつながりが稀薄に
なっていないか。こんな問題意識から堺屋会
長、日野理事長と気軽に意見交換する機会を
設けようということで、9 月 1 日（金）午後、
東京港区のアーク森ビル 36 階、瓜生・糸賀

法律事務所の会議室をお借りして、堺屋会長
と語ろう会を実施した。
　本部支部は、財団本部の財政を支えること
を主な目的として敷田稔前理事長時代に創設
されたもので、2002（平成 14）年９月に期
成会が９番目の本部支部として誕生した。そ
れ以降、新しい本部支部の結成はなく、逆に
経済事情や会員の高齢化で解散する支部も出
ている。
　この日は、東京みのる会、東京むくげ会、
亀龍会、日本橋会、期成会の５支部の会長そ
の他幹部が集まった。
　堺屋会長は、あいさつの中で「もっと分か
り易い貢献活動にしたいと思う。そのための
方策を模索しているが、2020 年の京都コン
グレスで、財団の存在をアピールするイベン
トをできないか。絹谷幸二先生の作品をお借
りした国際貢献カレンダーと、安全・安心・
正確・清潔をＰＲする『安全な国　日本』を
もっと売り込みたい」と話した。

前列から日野正晴理事長、堺屋太一会長、山下輝
年事務局長。後列左から期成会の狐崎麻男監事、
鈴木仁会長、東京むくげ会の髙 鉉会長、東京み
のる会の鈴木満主幹、日本橋会の村上久広主幹、
亀龍会の石橋利香主幹

東京都昭島市もくせいの杜 2-1-18　国際法務総
合センターアジ研・法総研棟
TEL 042-543-7725　FAX 042-543-7726 　◇事務局ニュースの発刊について

　本年７月より事務局ニュースを随時発刊し
ています。これは、最新の財団の動静をお知
らせし、本部と支部の一体感を醸成し、財団
の活動をより一層活発にしていくためのもの
です。現在３号まで発刊しています。皆様か
らの情報提供をお待ちしています。ご協力の
ほど、よろしくお願いします。

　新庄一郎常任
審議役（元神戸
地検検事正）＝
写真㊧、渡邉一

弘審議役（元札幌高検検事長）＝写真㊨＝両
氏が秋の叙勲で瑞宝重光章を受章した。

新庄一郎、渡邉一弘両氏に瑞宝重光章
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<年会費> 　  　 公益財団法人アジア刑政財団

個人会員：1口　10,000円(1口以上)   　   本部事務局

法人会員：1口 100,000円(1口以上) 〒196-0035　東京都昭島市もくせいの杜2-1-18

国際法務総合センター　アジ研・法総研棟2階

 　   　　　   　　TEL：042-543-7725　FAX：042-543-7726
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公益財団法人アジア刑政財団　賛助会員入会申込書

入会年月日 平成　　　　年　　　月　　　日
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蒼天富嶽 祝花輪

［国連NGOトップカテゴリー］

アジア刑政財団 
ACPF 国際貢献カレンダー2018

Asia Crime Prevention Foundation  
The ACPF Calendar of International Contributions 2018

絹谷幸二　Koji KINUTANI
洋画家／日本芸術院会員／文化功労者

United Nations Asia and Far East Institute
for the Prevention of Crime

and the Treatment of Offenders

Asia Crime Prevention Foundation

国連NGO アジア刑政財団 国連アジア極東犯罪防止研修所

エスティ・トーニチ　国際貢献カレンダー 2018（国内版）　【表紙】　タンザック　初校 2017/09/12

文化功労者・絹谷幸二画伯の作品集　国際貢献カレンダー

協賛金＠ １，５００ 円で皆様のお手許に！
ご協力をお願い致します。送料は財団で負担します。
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